
－ 50 －

司会：それでは山口先生から四川大地震生活住宅

復興の現状と課題ということでお願いします。

山口：まず、きょうの課題を述べる前に、この研

究をやっております私どものアジア福祉創造セン

ターについて述べさせていただきます。このアジ

ア福祉創造センターは昨年の11月に設立されまし

た。どういったプロジェクトを何のためにやって

いるのかということを簡単にご説明させていただ

きます。

　私どものアジア福祉創造センターは、基本的に

はアジア諸国の社会福祉発展のための国際協力、

アジアにおける社会福祉人材の養成とアジアの社

会福祉に関する研究をやっております。留学生の

方は、昨年ベースで学部84名、大学院65名、嘱託

客員研究員の方で70名、この中にはこの間、韓国

の社会福祉の大臣をなさったAPASWE会長の金 

聖二（キム ソンイ）先生なども含まれています。

　 福 祉 行 政 官 研 修 と い う か た ち でJICAや

JICWELS等から約204名ほど、あるいは韓国の施

設庁の研修等、いろいろなところの委託を受けて、

大勢の方を受け入れております。協定校は一番古

い93年の釜山大学から、今年５月に結んだ北京大

学など、アジア、アメリカの多くの大学と協定を

結んで共同研究、人材交流をしております。

　そして今このセンターのプロジェクトとしては

現在どういったことをやっているのかというと、

開発型のプロジェクト、具体的な研究を行って、

そこで得た知見が新たな人材育成のフィードバッ

クになっているというふうにしなければならない

と考えております。

　ここで国際ソーシャルワーク、多文化ソーシャ

ルワークと、便宜的に２つ分けているんですが、

国際ソーシャルワークは一般に英語でも、イン

ターナショナル・ソーシャルワークといって、主

に途上国に行って開発型の支援などをすること。

それから多文化共生ソーシャルワークはアメリカ

などではマルチカルチャー、あるいはクロスカル

チャーソーシャルワークという、主に国内に来て

いる外国籍の方や、移住者、移民の方、難民の方

などのマイノリティーの方に対してのソーシャル

ワークです。

　近年社会福祉士会も講習をしたり、あるいは小・

中・高の学校の先生を対象の、そういう多文化共

生のプロジェクトが徐々にできているんですが、

三重や名古屋のように、日系ブラジル人の方が人

工の５％、10％いらっしゃって、１つの学校に例

えば、小学生は20名いるようなところは割と問題

が顕在化しますが、清瀬を例にとってみると、こ

の近くの小学校は２人だけ、母国でずっと教育を

受けていた１年生と４年生の男の子なのですが、

親が日本に呼び寄せて、まったく日本語が分から

ないでポンと入ってきたり、そういうことに対し

てはなかなかまだ対応できていない。

　あるいは子どもが宿題とか、ものを忘れるとい

う。お母さんが外国系の方で、子供は保育園から

日本で育ったので、日本人とほとんど違わない言

語センスを持っているんだけれども、母親は漢字

が読めないためにお知らせだとか、連絡帳だとか

が何も分からない。特に母子家庭で、母親が仕事

から帰ってきて子供にご飯をやって、また夜は別

のバイトにでかけるような状態になると、宿題も

次の日学校に持って行くものも、何も分からなく

なってしまう。そうなるともう子供はクラスの忘

れ物王になって。担任が理解してくれていると、

なにかしら配慮がありますが、そうじゃないとこ

の親子はものすごくだらしないと、何回子供にこ
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れを持ってこいとか、お母さんにノートを渡して

もできないということになってしまって、問題が

起こってくる。そういうことを一つ一つ解決する

ためにどうすればいいか考えていこうと思ってい

ます。

　現在、具体的に行っているのは、社会福祉の国

際比較研究の中の、アジアのソーシャルワーク研

究。これは大橋学長がアジア型ソーシャルワーク

研究というテーマで科研費の大型のものを取っ

て、いろいろな大学および、今度は中国と韓国の

ソーシャルワーク協会の人たちと一緒に、国際共

同チームをつくって、日本人がちょっと行って学

ぶのではなく、それぞれの国の方に対して自分た

ちの国のソーシャルワークはこういう仕組みで、

欧米から学んだものをこの様にローカライズして

いると、それぞれの人たちに考えていただきなが

ら研究を進めていくということをやっています。

　２つ目は、外国籍住民の現状と支援に関する研

究。これは具体的には日本スクールソーシャル

ワーク協会の会長でもある本学の山下先生がやっ

ているプロジェクトで、特に清瀬市の教育委員会

から協力を得て、言葉の問題で小・中学校での学

習がちょっと大変かなという児童と母親たちに学

校での日本語教育以外の学校生活、学習上どう

いったニーズが足りないと思われているか等、実

態調査を始めているところです。

　３つ目が主にわたしが担当している、四川大地

震の日中共同プロジェクトで、これは後ほどまた

述べます。

　次のアジアの児童と女性支援のソーシャルワー

クは、添田先生等がやっている、これも特にジェ

ンダー的問題なんですが、日本に出稼ぎに来た

東南アジアからの女性の方たちと、その子供た

ちの問題はすごく大きいものがあるので、例え

ば「Japan Philippine children」。主に日本人のお父

さんと、フィリピン人のお母さんの間にできた子

供で、国籍も認知してもらえないし、養育費のサ

ポートもなくお父さんがどこかへ消えてしまっ

て、フィリピンで暮らしていて、すごく困ってい

るという方が推定８万人、少なくとも３万人ぐら

いいます。そういうことに対して具体的にどうい

うことをしていくのか、あるいは日本に来てドメ

スティックバイオレンスや、迫害を受けた方たち

はどういうふうにシェルターで支援しているのか

ということを研究しています。

　それから、環太平洋福祉セミナーも、今年19回

になるんですが、アジア各国、ASEAN、アメリ

カを含める各国から、いろいろなソーシャルワー

ク関係の方に来ていただいて、毎年テーマを設定

してやる。今年は災害復興のソーシャルワークを

テーマに開催いたします。

　それから海外研修について去年は、カンボジア

とモンゴル。モンゴルはもう９年続いているんで

すが、主に子供支援のソーシャルワークの視点で

去年はカンボジア、今年は客員教授の中澤先生が

やっているマレーシアの施設を拠点に、ペナンに

ある、マレー科学大学と社大の学生で一緒に幾つ

かの施設を見て、そこの施設の方と両方の大学生

みんなでどういうソーシャルワークのやり方があ

るのかを一緒に議論するワークショップを開催し

ようと思っています。

　それから四川大地震の日中プロジェクトについ

て、まずその学術的な意義ではなくて、具体的に

どんなふうに回ったかということを、簡単に説明

いたします。

　去年の５月12日に大きな地震がありまして、日

本のJICA等もすごく機敏に動いて、両国間の技

術者や、復興にかかわる官僚の人材交流というの

は早くから始まったんですが、両国とも役所同士

でやると、失敗した話はしないで、うまくいった

話ばかり、お互い失敗の話も聞きたいと思う。そ

れで３年前から妻である新家増美副教授が外国人

としては初めて南京大学の社会学系に勤めていま

して、その元指導教官だった人が建設副大臣を

やっていた関係で、その方に日中の専門家が本音

で意見交換しようと。

　中国は結構、偉い人にレターを書いて直訴する

のですが突然、国家主席とか、総理大臣とか、大

臣とかにこういうことがありますと、誰か大学の

先生が手紙を書いてポンと出すと、結構知ってい
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る人だと読んでくれてたりします。新家先生が元

副大臣に手紙をだすと、じゃあ、やりましょうと

いうことで、それでこういう円卓会議を開くこと

になりました。

　今度、円卓会議を開くと、その中でやっぱり都

市計画系だけが行って復興計画を作る。日本でも

そうなんですが、大体復興計画というのは土木、

都市計画とインフラ、箱物ですから、そっちが

バッと行って一気に造って、ここの道路に広くし

て、その辺の民家はどいてくださいと。まだ壊れ

て残っていても、もうどいてくださいみたいにな

るのですが、そういうものを見てやっぱり社会福

祉や、ソーシャルワーク等、いろんな人で連携し

ていかないと難しいよねと。

　特に農村部は、農村住宅というのは都市住宅と

違って、生産と生活の場、両方ですから、どこか

に出掛けていって帰ってくるのではなくて、タマ

ネギを作っていれば納屋に干したり、あるいは小

麦ができれば庭で干したり、複雑ないろいろなも

のがあるので、単にそういう都市計画的センスで

はできないので、そういうこともきちんとしよう

ということで、第１回目の会議は昨年７月に行わ

れました。

　このときに中国の国家総体計画という、中国の

ほうでも都市計画やその他、いろんなプランナー

が現場に入って、大体１万人ぐらい入ったといわ

れているんです。面積は13万キロ平米、日本の本

土の３分の１ぐらいのところが被災し、広かった

ということもあるんですが、中国の主要な都市計

画や大学の研究者たちを動員して一気に造って、

それに対してのパブリックコメントや、専門家の

コメントを求めているときでしたので、日中で非

常に大きな意義のある会議ができました。

　このときに、もうちょっと社会学的なことをや

ろうと。この災害復興後の工学的あるいは建築、

都市計画的だけじゃなく、社大はソーシャルワー

クの目からこの問題を見ていくものがあるから、

ぜひにということで第２回を去年の12月に、大橋

学長を座長として中国側と、それから日本の災害

復興学会等共催で開きました。

　その後、１周年の被災地の四川大学ですとか、

北京大学に呼ばれまして、北京ではこちらにい

らっしゃる法政大学の大島先生がご一緒に行って

発表して、また、ソウルでもこういったことを発

表しました。

　その災害復興というと従来、ボランティアセン

ターだったり、あるいは都市計画的な課題みたい

なものが多かったのですけれども、もっとソー

シャルワーク的な取り組みをしようということを

訴えてました。

　今度は、私どもの研究自体なんですが、災害と

ソーシャルワークということについて、住まいと

住宅再建というのを、そのソーシャルワークアプ

ローチがどうなんだという。どういうソーシャル

ワークの機能で再建できているのかと。

　IFSWのソーシャルワーカーとは何かというこ

とですが、こういったソーシャルワークというも

のを考えていくと、この後でもちょっと述べます

が、割とソフト的な部分がすごく強くなり過ぎる

と、住宅を造るのは別なんじゃないかとか、道路

は別なんじゃないかということになるかと思うん

ですが、住まいというものは人が生活を営む上で

すごく大切なものの一つで、住宅問題というのを

社会的とか、社会政策問題だけじゃなくて、人々

の個別的な、具体的な問題としてソーシャルワー

クでもとらえて働き掛けていく。

　これは、居住福祉学会というところでやった絵

なんですが、こういうふうに住宅というものが生

活環境だったり、社会福祉とか、社会の一つの基

盤なんだという考え方を、早川和男先生が書いた

ものです。

　何でこんなふうになっているのだろうという

と、ベバリッジ報告「ゆりかごから墓場まで」、

あの報告が出たときに、このときにこういったイ

ギリスの雇用だとか、子供、家族を含めて医療、

いろいろなものを維持するときに、向こうだと法

律で家族手当法、保健サービス法、いろいろあっ

た中に、住宅法と都市計画法というのも、その社

会福祉の法律の中として重要な位置付けをしたん

です。
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　それで農地を勝手に開発していくんじゃなく

て、都市の土地と農地の開発行為をコントロール

して、そのベネフィットを地主さんだけがもらう

のじゃなく、ここが例えば郊外の土地、例えば清

瀬の土地が値上がりしたのは、べつに地主さんが

頑張っただけじゃなく、ここに鉄道を引き、人が

住み、公共施設ができ、公的とか、みんなの投入

でこの土地が上がったんだから、その土地を地主

さんだけが勝手に売ったり、マンションを建てて

大もうけするんではなく、公共やみんなもそれな

りの価格で住宅がもらえるようにしようという。

　ですから、日本だと住まいは甲斐性、ついでに

いくと、おそらく大学の学費は親の甲斐性で、住

まいは男の甲斐性だから、住宅が狭いとか、大学

に行かせられないというのは自己責任で、みたい

なことが強くなったのかもしれないのです。それ

で、こういう生活基盤を個人責任に帰してしまっ

た。

　ですから、災害における住宅保障についても、

当初の考え方は住宅は個人資産であると。だから、

もう個人の資産なんだから、災害で住宅が壊れて

も自分で直せばいいじゃないかと。しかし、中国

の人はうまい言い方をして住宅は、人災ならば自

分の個人責任だけれども、大規模な天災ならば、

それは国が責任を置くべきだろうといいます。日

本でも住宅再建支援の在り方に対する検討委員会

の中で、住宅は単体としては個人資産だろう。だ

けど、地域でたくさん住宅がなくなってしまった

ら、その住宅が復興しなければ、いくら道を造っ

たり、高速道路を建ててもしようがないではない

かと。

　山古志村でも農地や、道路やトンネルにはお金

が付くけれど、住宅に付かないんだったら、人が

住まないところにトンネルを掘って道路を造って

どうなるんだと。島根でも同様でした。それから、

公的なお金を投入したり、さらに地域で自治体も

お金を負担して貸したり、いろいろしていくとい

うことが起こるようになって。

　そうすると、当然そこには工務店や、住宅プラ

ンナーの人たちもきました。住宅再建の需要がで

きますから来ますが、それを調整するために山古

志村でも、どこでも中間的な組織をつくって、ど

ういうモデルプランで、どのぐらいの値段で、ど

うやればできるのか。それの間の融資その他の仕

組みについてとか、いろんなことをするグループ

ができてきて、これはまさに行政と村人をつなぐ

中間組織で、それをうまく動かすのはソーシャル

ワーク的機能なんです。

　それからもう１つ、これは四川で提示した図な

んですが、従来こういうふうにいろいろなバラバ

ラにあった災害復興、これは自然から避難所まで

２枚になっているんですが、こういったものの中

で復興の支援を考えていく。

　主に今までは心のケアですとか、ニーズを

キャッチしてボランティアセンターを運営すると

いう部分に大きな注意が払われていましたけれど

も、今後は仮設から生活再建、地域づくりに関し

てのコミュニティソーシャルワーク的な部分が大

きくて、この中でおそらく私どもが考えているの

はこういった自立です。個人の生活の復興という

ものを公的なインフラや主要産業の復興も大切で

すが、スモールビジネス、農業、住宅、あるいは

土地利用などを調整して、最後は個人が復興して

いくのです。特に農村の場合は、農業とスモール

ビジネスがキーです。

　住宅も農地、住居と庭、宅地あるいは自留地と

か、そういうものは生活と生産の場であって、ス

モールビジネスでもあり、自分の生活でもあり、

どちらと分けられないわけなんです。そういった

ものを含めて全体をどういうふうに復興していく

のか。

　そういったいろいろなことを考えていきます

と、そこで中間組織的なものが入って住宅の資金

だとか資材調達、あるいは工務店にだまされない

ように施工技術の研修を受けたり、そうやって家

を造ったり、農地の復興、復旧をやっていったグ

ループというのは、いいソーシャルワークをした

地域というのはすごくよく回っていて、その後、

その人たちが今度は簡易水道や、さらに有機農法

とか、いろいろなことをしていくときも非常にい
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いやり方をしていくんじゃないかということで調

べています。

　そうした住宅再建について、幾つかの村を去年

は調べまして、どういうパターンでやったのか。

もうすごく大ざっぱな言い方をすると個別方式

で、各戸でバラバラに建てちゃうというところは

割と貧しい地域が多いんです。もう村長さんと部

落の長とか、婦人部の人たちも誰も全然まとまら

なくて、みんなそれぞれが、もうおれはおれで建

てるからいいと言って建てるんですけれども、実

際に買った材料は結構粗悪なものが多かったり、

値段も割高になっていたりする。

　それに対して集中委託方式みたいなかたちで村

が中間組織をつくったりして、各部落の代表と村

長とみんなで話し合って材料を調達したり、いろ

いろしているグループというのは裕福とまではい

かなくても、ある程度お金があるし、ある程度み

んなでまとまって話し合いができる村です。その

中でも今、注目しているのはNGOの支援が入っ

て自宅再建をした村です。

　従来、中国の部落代表というのは１つの村が

あって、自然村が下に幾つかあって、そこの代表

で一応相談したりして、基本的には上から下とい

うのだったんですが、今回はみんな自分たちのお

金を出して、村で住宅を建て直したのです。部落

に昔は婦人部代表も入れていたんですが、中国の

行政改革で婦人部代表というかたちで各部落から

女性が出てきたら、やっぱりその人にもちょっと

だけでも手当を出さなければいけないので、行政

改革のときに全部切ってしまった。それを、もう

一度こういう地域の村では主婦の方がすごく家や

農家を切り盛りしているので、婦人部代表の方も

含めて各部落からということでやっている村があ

る。そういう村に今注目して、次の調査をしてい

ます。

　簡単に四川の地震について言いますと、起こっ

た地域というのは非常に広くて、７万人の方が死

んで、３万7,000人がケガをしました。被災地域

として国が認定したところでは、13万キロ平米、

大体日本の本島の３分の１ですか。対象人口は

2,000万人ぐらいの、すごく大きな災害です。

　地政学的にも高山があって、中山間地があって、

平野があって、それ全部がやられたので、あらゆ

るタイプの村落や都市が被害を受けてしまった。

　さらにもう一つ、政府としても復興にものすご

く国力を掛けて入れなければならないというの

は、この高山の側には、山間地にはチベット族の

方が住んでいて、もう一山越えると、ウイグル系

の方も住んでいるんです。この中山間地はチャン

族という方たちが住んでいて、このチャン族とい

う方は中国にしか住んでいない、27万人ぐらいの

人口の少数民族なんですが、この人たちは割と漢

民族化していて、分離のデモとかをあまりしない

人たちなんですが、その人たちに手厚くするとと

もに、もうここが乱れてしまえば、チベット族や

ウイグル系の方からも不満が出てくるでしょうか

ら、そういう意味では地理的にも、それから民族、

地政学的にもすごく微妙な部分で起こってしまっ

たと。

　主に調査したのは、綿竹、都江堰、北川。都江

堰は都市です。綿竹は平野と中山間地、北川は中

山間地。こういうかたちで住民座談会を開いても

らったり、農民の人たちと中国の大学の研究者た

ちと一緒に行って、村でいろいろ聴き取りをしま

した。

　また、中国はカウンターパート方式で、大都市

をカウンターパートにして、そこの人材資金で復

興をやっている。ちょうど南京市とか、江蘇省が

カウンターパートになった地域があって、そこは

行政官を含めて南京大学のOBが大勢入っている

ので、そういうところで調査を少しずつやらせて

頂きました。

　この目的は、そういう今回の調査の中山間地に

おける住宅の復興というものを見ながら、そう

いったソーシャルワーク的な営みが、今後アジア

のほかの地域でも災害があったりして住宅が壊れ

たときに、どういうふうに復興していくかという

知見を得るためにやっていくという。壊れた農家、

この対象は160万、新たに建てなければいけない

農家が210万ぐらい、これだけの数の被害を受け
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ています。

　それから、キーワードとして「抗震」。昔日本

が攻めていったときは「抗日」といったり、「抗」

というのは「resist」なんですけれども、今回は「抗

震」というかたちで行って、日本の復興よりある

面、うまくいったなと思うのは、地震が起きたそ

の日の夕方にはもう軍の最高レベルの、軍の最高

レベルと内閣の最高レベルはだぶっているんです

が、会議が開かれて、首相が夜にはもう専用機で

被災地入りしていたりしているんです。

　それで、後でいろんな記録をたぐってみると成

都軍区という、チベットもあるし、向こうのネパー

ル、インドに接しているというすごく大きな軍事

ブロックがあるんですが、そこにもう総動員令が

掛かって、３日後までにすべての村落の被害状

況、死亡者を把握せよという命令が出るので、各

部隊の精鋭も、車で行けませんと言うと、若い人

で徒歩の部隊を100人とか、200人とかブロックで

切って、それから空挺部隊やヘリコプターを動員

して各村にどんどん出掛けていって。最初は歩い

て入って安全を確認すると、空挺部隊が入ってと

か、ヘリコプターで医療を下ろして。

　それから今度は近くの重慶、そこから６時間ぐ

らいの大都市なんですが、そういうところの中国

で言うと三級病院という、日本で言う地域の基幹

病院、そういうところは、ぼちぼち治っている人

はみんな市の病院や、民間の病院にどんどん移し

てしまって、100とか、200のベッドを空けて、そ

こから医師団を50人とか派遣して。

　それから、これはベトナム戦争のときにも持っ

ていたシステムなんですが、被災地の大きな病院

に患者が集中すると、それ以上手術など圧力が掛

かってできないので、２、３日して移せるように

なったら全国の病院に列車、寝台車に乗せて輸送

しちゃうんです。

　昔、ベトナムと戦争をやっていたときでも、ベ

トナム戦で傷付いた人間を昆明側に空輸して、そ

こから列車で北京とか上海とか、いろんな病院に

輸送していたんですけど、同じようなそういう緊

急輸送システムがすごくうまく働いて、３日後ぐ

らいには重慶に専用列車で200人着いたとか、す

ごい数の患者が全国にちらばったんです。

　それから、あとは学校の立ち上げというのも１

週間ぐらいしたら、僕も見せてもらったのですが

通達がきて、とにかく唐山地震のときでもそう

だったが、みんな、もう現地でしおれてしまうか

ら、まず子供の安全確保と、子供の面倒を見てあ

げましょうと。そうしたら親は後片づけや復興に

参加できるからというので、そういう通達が出る

と、ボランティアや余った学校の先生を動員して、

学校の幹部の人が亡くなっていたら共産党系の支

部で若い先生とボランティアで、とにかくワン

セットグループをつくって、学校の空き地や校庭

や、どこか安全な場所を見つけて、地域の子供を

みんな呼んできて、そこで毎日授業をやれと。そ

うすると復興の証しになるし、何しろそういう若

い子供の朗読の声が地域に響けば、みんなは元気

が出るから、それが最優先だとか、そういういろ

いろなことをやっています。

　それが夏休みが終わると、今度は少しずつ体制

を直して、今まで村とか部落の人たちは、全部誰

がどこにいるか知っていたんですが、出稼ぎに

行っていたり、死んでいたり、あるいは家を移っ

たり、おばあちゃんが１人で寝ていて困ってい

る。それで外から来たボランティアグループとボ

ランティアセンターで要援護者のチェックをしよ

うと、各戸訪問を始めて、チェックシートを作り

ました。

　その人たちは、夏休みで来ているソーシャル

ワーク系の大学生や、いろいろだったりするの

で、地元の工場が倒れて失業している若い人たち

がいるので、そういう人たちも最初は有償ボラン

ティアで交ぜて、ある程度こなれてくると１年契

約で政府のお金で雇って、その人たちが一種、生

活支援員的に地域を回って、そのお年寄りの家は

どうなっているかと状況をチェックしたり、冬用

の服を全国から集まったものを配ったりしていま

した。

　中国で、この年は平常の年の４倍ぐらいの募金

が集まったんです。だけど、それを使って実施し
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てくれる機関やNGOのほうが少なくて、どうし

ていいか分からないから、いまだにお金がプール

されている状況があります。

　それから、このカウンターパート方式というの

は、一応代表的なのが山東省が北川。それから、

南京大学がある江蘇省はこの綿竹という地域で

す。大体人口規模で100倍ぐらい、綿竹市の人口

が70万人で、江蘇省の人口が8,000万人ぐらいで

すから、100倍ぐらいのところが復興を担当して

います。

　それでこの国は地方自治じゃなくて、中央集権

ですからカウンターパートができるのでしょう

か。大体毎年、例えば江蘇省の税収の１％を３年

間投入しなさいと。それから、それだけのお金や、

いろいろな技術指導を促したら現地の市役所、村

役場は当然受け取れないから、江蘇省の省の建設

省という、建築営繕部門から５人ぐらい市の役所

に３年間出向して、それぞれの町や村にはこうし

た江蘇省の下に、東京で言えば東京都の杉並区

だったり、武蔵野市みたいな、それぞれその下の

ランクの行政の部分にみんな人が張り付いて一気

にやる。だからインフラなどは早く済んで、よかっ

た部分もあるんです。

　どんなものをやっていったかというと、今回中

国は政府中央がすごく頑張ったので、仮設住宅を

70万ぐらい建てたんです。本当にどうして２、３

カ月で全国からそれだけプレハブが出てきたんだ

ろうと思うほど、もう各市に、あなたのところは

20万造れ、あなたのところは５万造れと命令して、

命令を聞かなかったら知事の首が飛ぶみたいなや

り方をしたので出きたのでしょう。

　でも、中国側の人たちも研究者や地域の人たち

も、ちょっと仮設を造り過ぎちゃったかなと、自

力仮設でもうちょっとやっていたほうが、お金的

にもその後もよかったのじゃないかなということ

を言っています。自力仮設をすると大体2,000元

ぐらいの補助があって、それ以上、２人、３人だっ

たら2,800元もらえたりして。

　主要な構造は倒れちゃった農家の廃材、木を自

分たちで拾って、アンペラと波板とくぎだけを

買って、これで補助金はまだ余るかもしれません

ね。ここの村の場合は、もう村自体が全部道路が

山古志村みたいに断絶してしようがなかったの

で、みんなヘリコプターや解放軍の兵士たちが、

お年寄りなんかをおんぶして下りてきた村で、し

ようがないのでこういう仮設に住んでいるんです

が。こういうところに来ちゃうと、逆に農地から

遠く離れて、面倒も見にいけないし、結構困って

しまうんです。

　住宅再建の政府保障なんですが、大体１人から

３人で１万6,000元。１万6,000元はどんな感じか

というと、中国の１月の最低保障が1,000元。1,000

元というのは大体１万２、3,000円ぐらいですが、

これが最低賃金で、有名大学の准教授でも日本円

にしたら５万円、6,000元ぐらいで、大体教授だっ

たら１万元です。一般の人だったら１月３、4,000

元だから、４、５カ月分ぐらいです。農村だと、

これである程度の助かる額のお金です。補修につ

いては5,000元です。

　実際にどんなことをしていったのかというと、

集中建設という部分だと、農村建築ガイダンスグ

ループをつくって、村のお役人の人たちがまず委

員会をつくって、それに対して部落や各地域の代

表で互助委員会というのを別に中間組織的につ

くって、管理するという。これは補助金でれんが

を買ったりいろんなことをするので、村人も相互

監視をしないと、村の幹部が安くれんがを買って

逆ざやを取るんじゃないかとか、やっぱり自分た

ちのお金も入るからちゃんとしたいということ

で、いろんなところでこういう組織をつくって、

みんなで何を幾らで買ったかと、日本だったら当

たり前の話かもしれませんが、オープンにしなが

らやっていったということです。

　建設のチェックをしたり建材のチェックをした

り、一種の矛盾なんですが、「旧正月までに何割

建てろ」みたいな、中央から強いノルマがくるの

で、一気にみんながそれをやると、建設ラッシュ

になって逆に建材は上がりますし、建設労働者は

足りなくなるので、全体的に値上がりが起こった

りします。そういうのをどういうふうにしていく
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かということを相当みんなでいろいろ調整したん

です。

　特に互助委員会で重要なのはファンドのマネー

ジメント。そういうお金をみんなで借りて、どう

いうふうに返していくのかという、共同である程

度資金を管理したりすること。それから材料の管

理。

　あとは、うまくNGOが介入したところだと、

セメントの見分け方、いいれんがの見分け方とか、

住宅を造るときにどのぐらいの間隔で柱を入れな

きゃいけなくて、そこにどういう鉄筋を入れなけ

ればだめとか簡単な研修をしてくれるので、そう

いうことも自分たちでチェックできるようになっ

ていきます。

　それから、これは特にNGOなんかが入って、

なかなかうまく回ったなと思っている村なんです

が、そういうところだと、部落の組長さんと、そ

の各部落の婦人代表、この人たちが皆で協働して

いる。日本の山古志村なんかでもお母さんたちは

分かっていて、言いたいことを言うからよかった

なんていうことを聞いたんですが、やっぱり中国

でも、この人たちがもうこうじゃないかと、割と

現実的なことをしっかり発言をしていて、それが

一つのキーになっている。

　それから、ファイナンシャル。１人３万元ぐら

いだと足りないので、NGOが入ったある地域で

は、これは有力なNGOだったので、高齢者がい

たり、障害者がいたり、すごく若い人がいたり、

貧困家庭だったら、そのNGOが別に一部融資し

たり、一部自分たちのファンドで集めたものを

チェックした上で少しずつ支援したりしている。

　それから、いろんなところからエンジニアを呼

んできて、いろんな研修を、コンクリートはこう

いうふうに混ぜるべきだとか、いろんなテクニカ

ルな研修をしたりして。今このNGOは、次は有

機肥料の使い方とか、そういうことなんかでまた

村にいろんなことをしたりしているんです。

　それから、この分散建設型というのは、もとも

との敷地に建ててやっているんですが、割と安か

ろう、悪かろうみたいな。高かろう、悪かろうで

すね。ものの割には高めのものを造って、みんな

でしようがないからバラバラに造って。もう一つ

は本来的な今後の農村計画、都市計画的なものと

案外合わずに勝手に建てちゃったりしているの

で、また壊せと言われたりするんじゃないかと、

ちょっと心配なんですが。

　現在はどんな問題があるかというと、完全に山

崩れで埋まったところの人たちをどこに移すかと

いうのは、まだなかなか決まらなくて、農地が少

ないものですから住宅だけは手当できるが、農民

じゃないと大部分の人、中高年の人はいまさら工

場勤めもできないし、営農しながら移す土地はも

うないから、それをどういう対策でやっていくの

か。

　それから、仮設も建てると当初はいいんですが、

大量に仮設を建てると、そのためにある時期、そ

の土地が占拠されますから、仮設を壊すのに数年

かかると、そこが誰かの農地だったりすると、い

ろいろなことが起こると。

　それから、都市計画的に、特に貧困農村の場合

はその都市計画で道路の拡張や、工業用地にしよ

うということで、土地収用を今でも掛けているの

で、そうなると、そこの部分を実際にどこで調整

を取っていくのかというのは難しかったりするん

です。

　それと、中国は国家指導で工業団地とかのレイ

アウトもできちゃうので、活断層の上にある、36

万人都市で大きな発電タービンとかを造っていた

んですが、活断層の上に大型の工業企業を置かな

いということになり、全部移転が決まったんです。

それで、まず７万人ほどが出ていって、ちょうど

トヨタの出ていった豊田市みたになってしまうの

で、残った住民の人たちはどういうふうに生活し

ていくのかというのは、大きな問題になっていま

した。

　実際に、今まで起こっていた部分というのは、

一気に造ったので、当初的には非常に工賃が上

がったり、材料代が上がったりして、被災者が材

料を購入するなら値段を下げようとか、そういう

いろいろなことが起こりました。それから、これ
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は日本でもあったんですが、融資条件が厳しくて、

基本的に夫婦が生きていないと貸せない、単独世

帯には貸さないとか、いろいろなことがあったり

して、大体36平米を３万6,000元で建てるんだと、

１万6,000元政府から融資があって、２万元自分

で借りてきてみたいなかたちで、これがどのぐら

いなのかなということがあります。

　ただ、後からいろいろ見て思うと、もちろんこ

れは値段的には合わないんですが、最初に国がこ

れだけ、まず出すと言って呼び水というか、だか

らみんなも何とかかき集めて復興したらいいよと

いう初期にお金を出すと宣言したことの重みとい

うのは、やっぱり大きかったのかなと。後でいろ

いろ住宅の値段と合わないから、あと何万元足り

ないから、どうしようみたいなことはあるんです

が、農民の方も、もう内装はいいからガラだけを

とにかく、それだけこの２年のうちに融資してく

れるなら、融資ともらったお金で建てちゃおうと。

そこまで建って雨露がしのげれば、内側のしっく

いはいつか塗ってもいいし、若い者はまたそこま

で建てて安心したら、出稼ぎして金を稼いでこら

れるかもしれないしとか、そういういろいろな面

ではやっぱり公的支援をして、地域に住み続けて

くださいということを、国や地方政府が宣言し

て、お金を出したということはいいし、これ以上

はさすがの中国政府も出せなかったかもしれない

し、こうしたことも今後考えていかなければなら

ない。

　例えばれんがの値段がどれぐらい上がったかと

言うと、１個、0.32元だったのが0.5、6元に上がっ

たり、コンクリートも上がりました。特に鉄は随

分上がって。あとは工賃です。工賃は１日60元だっ

たんですけど180元ぐらいだから、大工さんとか、

職人さんの給料が一気に３倍ぐらいになって、今

はまた少し下がっています。

　それからもう一つ、さっきのカウンターパート

がすごく優秀でインフラをどんどん建てたという

んですが、それは公共建築の場合は最後まで南京

とか、中国政府のお金で建っちゃうのでいいんで

すが、ローカルのお金が入ってくるものだと、南

京とか上海の基準で建てろというと、ローカル政

府はそこまで一緒に負担できないという問題が起

こってきます。

　特に、住宅の場合はデザインだけは南京とか上

海で、すごく高級な仕様でやってきちゃうと、ロー

カルな人はそんなに高いものは要らないからとい

うので、自分たちで簡単なものにしていくと、大

都市の建築家がデザインをした住宅はすごく風格

があるんですが、ローカルの人はみんなコンクリ

の豆腐みたいな四角い家を建てちゃって、それか

ら配置もバラバラに建てると、インフラに後でお

金が掛かるから、みんな散村状態だった住宅を５

軒まとめて、10軒まとめて、道路沿いに四角い箱

が10個並んでいるみたいなことが起こったりして

います。

　今後はさっき言った、その中間組織がこの後ど

れだけうまく動いてくれるかと。それから近郊都

市の場合は、近郊都市の都市化と、そういう住宅

建設や、村おこしがどうなっていくのかというこ

と。それから、莫大なお金がまだたまっています

ので、これをどうするのか。

　中国の学者と12月の会議で話したときも、彼ら

は兵庫県とか、神戸でつくった基金みたいなもの

にすごく関心を持っていて、住宅とかスモールビ

ジネスに、本当に地域の人が借りられるというよ

うな運用の仕方をして、それをちゃんとコント

ロールできれば、すごくいいよねと。そうじゃな

いと、これだけいっぱいあったら、また国庫に入

れると、もう中央のお役所の人件費になるか、彼

らの飲み食いになっちゃうからということで、こ

ういったファンドをどうつくっていくのか教えて

います。

　それから、そのファンドがあったら、今度はそ

のファンドをどういうふうにNPOや地域の役所が

回していくのかとなっていくと、ここでも今後の

ソーシャルワークの役割というのは大きくて、長

期的な復興というのはそういうものが大切になっ

ていくと思います。それについては、日本はいろ

いろな経験を語ることができると思いますし、私

どもも既にいろいろなソーシャルワーク、災害復
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興の研究もしていますし、今後はボランティアセ

ンターや、短期的な目標だけでなく、長期の日本

でいう地域福祉計画を作ったり、コミュニティ

ソーシャルワークをどうやっているのかというこ

とを中国とともに学びながら村づくりというもの

を一緒にやっていけたらと思っております。以上

です。どうもありがとうございました。

（一同、拍手）


